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1　は　じ　め　に

リンゴ産地では，産地間競争に対応するため，経営規模

の拡大を図り生産コストを引き下げることが必要となって

いる一方，着色・収穫等の秋の農繁期には労働力不足が大

きな問題となっている。この解決策として，選果作業の農

協委託や選果場の整備，潜在労働力の掘り起こし等の対応

がなされている。そこで，将来の労働力確保のあり方を検

討する一環として，選果施設の能力アップを図りながら，

多様な労働力を活用している取組みを調査した。

2　諷　査　方　法

県内のリンゴ選果施設整備の概況を把握するとともに，

先進的な事例を抽出し実態を調査した。先進事例調査は，

運営の実態を年次別に調査したはか，作業工程別に作業員

の配置の状況を分析するとともに，適正配置の方法を模式

表1　調査区分とその内容

区　　 分 調　 査　 内　 容 調査機関

リンゴ選果 事業体別 ・処理能力別施設 県農林事務所
施設調査 数の把握 （1994年実施）

先進 運営
実態

（D年次別運営実績 県農業研究推

（診雇用労働力確保の実績 進センター

事例
③作業人員と選果処理量 （1992年

～1994年実施）作業

工程

①作美工程の分析

調査
②作業員配置の実績

③作業員配置と選果処理量

表3　リンゴ選果場の作業工程と作業且の配置

化した（表1）。

3　言問査結果及び考察

（1）リンゴ選果場の整備状況

県内には，機械選別をしている農協・業者は124あり，

1日当たり処理能力別では20t未満が多いが，一一方では，

農協を中心に選果能力の高い施設の整備が進んでいる（表

2）。

蓑2　リンゴ選果処理能力の規模別事業体数
（単位：事業体．％）

区　 分
1 日 当 た り処 理 能 力 （t）

合　 計
2 0未 満 20 ～ 4 9 50 以 上

県 全 体 8 1（6 5） 27 （22） 16 （13 ） 12 4 （10 0 ）

う ち 農 協 10（3 8） 8 （3 1） 8 （3 1） 2 6 （10 0 ）

う ち 業 者 7 1（73） 19 （19 ） 8 （ 8 ） 9 8 （10 0 ）

注．1）　このほか手選果のみの事業体は83。
2）県調査で1992年末現在。

これら先進的な選果場では，選果作業員の確保が難しく

なったことや取扱量の増加から，選果作業の効率化を図る

ため，光センサー選果機導入やプールライン・パレタイザー

の整備を図っている。

（2）施設の整備と作業内容の変化

このような先進的なリンゴ選果場では∴施設整備に伴っ

て作業内容が変化している。その状況を施設整備が進んで

いるS村農協選果場の実態をもとに取りまとめした。

区　　　　　　　　 分
光　 セ　 ン　 サ　 ー　 選　 果　 機 重量選果機

作　　　 業　　　 内　　　 容 熟練 未熟 熟練 未熟

作

美

工

程

1 ．段ボール製函 自動製函機に資材を供給 2人 人

40

1人 人

30

2 ．原箱搬入 原籍 （パ レッ ト）を荷受部署 まで運搬 1 1
3 ．原籍荷受 け 選別 ・流 しライ ンに原 籍供給 （ラタラクハ ンド） 2 1

4 ．空箱 ・規格外品処理

5 ．選果 ・箱詰め
（1） 予備選別 ・流 し

空箱 のパ レッ ト積みや規格外品の整理 1 1

機械選別が困難 な ものを仕分 け 20

2

24

9

（2） 箱詰 め 等級 ・玉別に選別 された リンゴを箱詰め

6 ．封函，仕分　 ノパ レッ ト積み （封函機 ，プールライン，パ レタイザ ー）

7 ．製品運搬 パ レッ ト積み された製品を運搬

8 ．現場見回 り 流れをよ くす るための見回 り 2 2

リンゴ選果作業全体 30 40 39 30

1 日当た り処理量 （原籍） 3 ，920箱 1，800箱

作業員 1 人当た り処理量 （原箱） 56箱 （214） 26箱（100）

注．1）「熟練」は熟練を要する作業，「未熟」は末熟練者が加わってもよい作業。
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①　このリンゴ選果場では，光センサー選果機で48等

階級の品質・果敢別の規格区分をし，プールラインで製品

を規格別に仕分け・ため置きするようにしているはか，こ

の工程を含め原籍（20kg入り）搬入から製品出荷までの一

図1　作業員配置の模式図

連の作業をシステム化した流れ作業としており，1日当た

り処理能力は，作業員70人が配置されると3，920箱（原箱）

である。

従前の重量選果機の場合は，69人配置の場合に1，800箱

となっており，これと比べると，選果・箱詰めや製品仕分

け作業等が大幅に省力化されたため，作業員1人当たりの

作業能率は倍増している（表3）。

②　この一連のリンゴ選果作業のうち，フォークリフ

ト等作業機の操作や予備選別などは熟練を要する部署，ま

た，箱詰め作業は未熟練労働者が加わってもよい部署であ

り．その人且は前者が30人，後者が40人となっている。

従前の重量選果機に比べ，全体の作業人員にはほとんど

変化がないものの，未熟練者が加わってもよい部署が10人

拡大している（図1）。

このことにより，選果作業員として，常雇（男子）や村

内・外の農家主婦のはか，隣接する都市部の団地主婦や女

子大生等の非農家など多様な労働力が活用できるようになっ

ている。

4　ま　と　め

S村リンゴ選果場に代表されるように，選果施設の整備・

拡充は，選果作業の合理化や省力化を推し進めるだけでな

く，農家にとっては収穫作業に専念できるようになるとと

もに，選果場では都市部等に潜在する労働力の雇用拡大が

可能となるため，地域全体からみて労働力不足の軽減効果

が大きいといえる。なお．選果作業については，全く経験

のない人でも概ね3年程度で熟練するとされており，作業

員の熟練度を出身や雇用方法だけで仕分けすることは適当

でない点にも留意する必要がある。
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